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研究成果の概要 

骨格筋の萎縮は運動能力を低下させるだけでなく、様々な疾患を誘発することによって生活の質を低

下させる。したがって、効果的かつ汎用性の高い筋萎縮の治療方法の確立が求められている。本研究で

は、骨格筋の幹細胞を生体外で筋芽細胞として大量培養し、それを生体に移植する再生医療の実現を目

指す。当該年度においては、筋芽細胞の生着を促進する細胞外基質の役割とその作用機序を解明するこ

とを目的とし、細胞接着因子に着目して候補となるタンパク質の絞り込みを行った。その結果、移植細

胞の生着促進に寄与する足場成分や、筋芽細胞の増殖および分化を促進する細胞外基質成分の有効性

を確認した。さらに、筋芽細胞移植の臨床応用を見据え、凍結保存後の細胞の使用や老齢マウスへの移

植といった条件下での有効性を検証し、応用可能性を示す結果が得られた。加えて、筋芽細胞を大量培

養するための増殖制御因子を探索し、ウイルスベクターを用いた遺伝子導入により、筋芽細胞の増殖能

が変化することを実証した。 
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